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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　金属酸化物と炭素から成る混合物が電気アーク炉（１）に入れられ、スラグ（７）内で
金属酸化物が炭素によって還元され、スラグ（７）内で発生したガスが気泡を形成し、そ
れでこの気泡がスラグを発泡させる、電気アーク炉（１）内で高クロム含有溶融鋼（６）
に発泡スラグ（７）を生成する方法において、金属酸化物と炭素から成る混合物が、圧縮
されたペレット或いは接着剤を備えるペレットの少なくとも一方である形状部材（８）と
して、炉内に供給されることを特徴とする方法。
【請求項２】
　形状部材（８）の密度は、形状部材がスラグ（７）内に泳動するように調整されること
を特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　形状部材（８）の密度は、形状部材が溶融物（６）とスラグ（７）の位相境界付近のス
ラグ（７）内に泳動するように調整されることを特徴とする請求項１或いは２に記載の方
法。
【請求項４】
　形状部材（８）の密度は、フェロニッケルの添加物によって調整されることを特徴とす
る請求項２或いは３に記載の方法。
【請求項５】
　形状部材（８）の密度は、形状部材がスラグ（７）内で均一に且つゆっくりと崩壊し、
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ガス成長が均一に且つ比較的にゆっくりと進行するように調整されることを特徴とする請
求項１乃至４のいずれか一項に記載の方法。
【請求項６】
　形状部材（８）の密度は、形状部材が遅延して崩壊するように調整されることを特徴と
する請求項１乃至５のいずれか一項に記載の方法。
【請求項７】
　混合物に追加的にスラグ形成剤としての石灰石が付加されることを特徴とする請求項１
乃至６のいずれか一項に記載の方法。
【請求項８】
　混合物に追加的にスラグ液化剤としてのCaＦ2 が付加されることを特徴とする請求項１
乃至７のいずれか一項に記載の方法。
【請求項９】
　混合物に追加的に還元剤としての珪素或いはアルミニユムの少なくとも一方が付加され
ることを特徴とする請求項１乃至８のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１０】
　形状部材（８）は電気炉（１）の側壁（１０）或いは炉蓋（４）の少なくとも一方を通
して投入されることを特徴とする請求項１乃至９のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１１】
　形状部材（８）は電極（５ａ－ｃ）のホット・スポットの付近に向けて或いは直接にス
ラグ（７）内に供給されることを特徴とする請求項１乃至１０のいずれか一項に記載の方
法。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、電気アーク炉（１）内で高クロム含有溶融鋼（６）に発泡スラグ（７）を
生成する方法に関し、金属酸化物と炭素から成る混合物が電気アーク炉（１）に入れられ
、スラグ（７）内で金属酸化物が炭素によって還元され、スラグ（７）内で発生したガス
が気泡を形成し、それでこの気泡がスラグを発泡させる。
【背景技術】
【０００２】
　電気アーク炉の稼働の際には、装入量、即ち特にスクラップと合金は、上から炉容器に
突き出す電極のアークにより溶融される。この場合には、スラグはその一次機能、即ち溶
融物から望まれない構成部材の除去のほかに、発泡状態における保護機能を満たす。この
状態においてスラグは電極端部と金属表面の間の空間を包囲し、電気アークの照射エネル
ギーから炉の耐火性内壁貼りを守る。発泡されたスラグの弱い熱伝導性に基づいてアーク
の照射は電気炉の壁に対してかなり減少され、それで金属溶融物へのエネルギー投入を改
良される。
【０００３】
　錆びる鋼或いは低クロム含有量の鋼の場合には発泡スラグは炭素と酸素の同時吹付けに
よってスラグ上に或いは鋼浴に生成される。進行する次の反応にて生じるガスは発泡スラ
グの発泡をもたらす。　　
　　　２［Ｃ］＋｛Ｏ2 ｝⇒２｛ＣＯ｝
　　　２｛ＣＯ｝＋｛Ｏ2 ｝⇒２｛ＣＯ2 ｝　
その上に、炭素は鉄酸化物を鉄と同様に一酸化炭素に還元する。
　　　 (ＦｅＯ) ＋［Ｃ］⇒［Ｆｅ］＋｛ＣＯ｝　
発泡されたスラグは電極を包み、電気アークと炉壁の間の保護層として存在する。
【０００４】
　高クロム含有溶融物では、吹き込まれた炭素は原理的にクロス酸化物の還元要素として
反応する。前記反応は金属浴において僅かな意義を有する。さらに、スラグの発泡を満足
させるのを保証するために、スラグ内の鉄酸化物の含有量が少な過ぎる。ひっくるめて、
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高クロム含有溶融物では、前記識別のために、過熱相において発泡するスラグを生成させ
ることは困難である。
【０００５】
　このために、電気炉において溶融液状の錆びない鋼上に発泡スラグを生成させる方法に
関する欧州特許第８２９５４５号明細書（特許文献１）は、スラグ内に金属酸化物、亜鉛
酸化物或いは鉛酸化物と炭素から構成される粉末が導入されることを提案する。粉末内に
含有された酸化物は、その酸化物が炭素と反応するので、還元される。スラグには、実質
的に一酸化炭素から成る気泡が形成され、スラグに含有された気泡がスラグを発泡させる
。このために粉末は射出媒体、例えば窒素によってスラグ内に導入される。
【０００６】
　それ故に、先行技術によると、反応性混合物が粉末としてスラグ或いは溶融物内に導入
される。粉末形態で結合された比較的大きい表面に基づいて、短く激しい反応を生じる。
更に、この反応は噴射装置或いは吹付け装置の付近に且つここで特に溶融浴内の吹付けラ
ンツの先端に局部的に限定されて発生する。
【特許文献１】欧州特許第８２９５４５号明細書
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　この種の先行技術から出発して、この発明の課題は、発泡反応を引き起こす過程が制御
されて進行すべきである、電気炉において溶融液状の高クロム含有溶融鋼上に気泡スラグ
を生成する方法を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　この課題は、請求項１の特徴事項を備える方法によって解決される。更なる展開は従属
請求項に記載されている。　
【発明の効果】
【０００９】
　この発明によると、金属酸化物と炭素から成る混合物が粉末としてでなく、むしろ圧縮
された及び／又は接着剤を備える形状部材として炉内に装入される。好ましいペレット形
状のほかに、煉瓦型豆炭形状のような他の形状が可能である。形状部材の特性の適切な調
整によって、次にペレットとして具体化されて、粉末形状への投入とは違って、ガス成長
は場所、種類と時間を含めて－特に時間的始動点、速度、反応の度合及び／又は反応の長
さを含めて制御できる。
【００１０】
　特に、ペレットの密度特性はプレス圧及び／又は混合された鉄担体、例えばフェロニッ
ケルの種類と量及び接着剤によって調整される。この場合には、好ましい態様によると、
プレス部材の密度は、ペレットがスラグ内で金属－スラグの位相境界自体の付近に或いは
直接に泳動するように調整される。鉄担体の添加によって、ペレットがスラグより重いが
、しかし金属溶融物より軽いことが確認される。それ故に、ガス成長は局部的に定義され
て進行し、即ちスラグ内で金属とスラグの境界に進行する。この方法では、ペレットと金
属浴の接触を生じなく、それによって溶融物の浸炭が回避される。ペレット特性が溶融浴
とスラグの間の異なる場所を想定できるように、ペレット特性を調整することが可能であ
る。そのとき、気泡が引き起こす過程のみをスラグ内で進行し、それで効果を高めること
が保証される。
【００１１】
　さらに、ペレットは、ペレットが均一に且つゆっくりのみ崩壊し、この場合にガス成長
とそれに伴う発泡反応が均一に且つ相対的にゆっくりと進行するような密度或いは圧縮を
有するべきである。さらに、なお強力な圧縮密度によって反応が遅れて進行することを達
成できる。これは、ペレットがスラグ内に分配されるときに初めて、早過ぎる反応を回避
するか、或いは反応の開始を保証する。
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【００１２】
　さらに、ガス成長はペレットの大きさによって適切に調整されることができる。ペレッ
トが粉末に比較してより大きい直径とそれによる小さい表面を有することによって、発泡
反応は均一なガス成長にも比較的に長く維持されたままにできる。
【００１３】
　金属酸化物と炭素の基礎構成部材では、次の反応が進行する：
　（Ｍｅx Ｏn ）＋［Ｃ］⇒ｘ［Ｍｅ］＋｛ＣＯ｝
　　２｛ＣＯ｝＋｛Ｏ2 ｝⇒２｛ＣＯ2 ｝　
【００１４】
　ペレットを製造する混合物のために、例えば残り電極或いは再生点火部材の炭素のよう
な再生製品は鋼製造から使用される。特にそのような混合物では、接着剤の使用が推奨さ
れる。
【００１５】
　金属酸化物と炭素の基礎要素のほかに、追加的にスラグ形成剤、特に石灰石が提案され
たペレット形状にプレスされる。石灰石に基づいて、所望のＣＯ／ＣＯ2 形成が補強され
る。
【００１６】
　さらに、追加的にスラグ液化剤、特にCaＦ2 がプレスされるか、或いは凝固されること
ができる。それ故に、状況に反して、クロム酸化物含有量の増加したクロム含有スラグが
常にねばねばとなることが奏される。
【００１７】
　スラグ内のクロム酸化物含有量を制御するために、珪素及び／又はアルミニユムのよう
な還元剤をペレットの一部に特に石灰石と一緒にプレスすることを推奨する。この還元剤
はスラグ内のクロム酸化物含有量を還元し、それによりスラグ内のクロムの含有量を減少
させる。さらに、スラグの発泡が改良される。
【００１８】
　局部的に噴射されなければならない粉末とは違って、ペレットは炉の種々の箇所におい
て炉蓋及び／又は炉の側壁を通して装入される。これは粉末では出来ない、と言うのは粉
末の大部分が炉の集塵装置により吸い込まれるからである。特に電極にて発泡反応を進行
させるために、追加的にペレットを電極のポット・スポットの付近と直接に向いてスラグ
内へもたらすことが推奨される。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１９】
　この発明の更なる詳細と利点は図面の次の説明から明らかになる。図１はスラグ発泡ペ
レットの付加装置を備える電気アーク炉の横断面を概略的に示す。図２は上から見た図１
の炉を示す。
【実施例】
【００２０】
　図１に図示された電気アーク炉１は耐火性壁３並びに炉蓋４を備える炉容器から構成さ
れる。スクラップと合金構成部材の装入によると、この場合には三つの電極５ａ－ｃが上
から来て炉内部へ移行される。発生するアークに基づいて、固体材料は溶融される。その
材料は溶融物６上を泳動するスラグ層７を生成する。スラグ７の発泡反応が電極５ａ－ｃ
と耐火性壁３の間に生じるから、スラグ発泡材料は形状部材８として、即ちペレットの形
状に、炉内部に装入される。特に、ペレットは炉蓋４によって且つここで５個の炉孔９及
び／又は側壁１０によって装入される。このために、横の側壁１０を通して延びている吹
込み導管を備える吹込みシステム或いは重力搬送システム１１が設けられている。吹込み
導管の代わりに、吹込みランツも使用されることができる。
【００２１】
　選択的に或いは追加的にペレットを装入するためにリング導管から成る空圧的搬送シス
テム１２が適している。これは、図から明らかであるように、蓋４に沿って延びるリング
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グ導管１３，１４或いは適切な蓋壁には、示された例では、三つの装入開口１５ａ－ｃが
設けられている。このシステム１２によってペレットは横断面に渡って均一に炉スラグ７
内に投入される。この場合に、この装入開口１５ａ－ｃは、ペレットがポット・スポット
の付近でスラグ７と反応するように配置されている。
【００２２】
　ペレットはスラグ７内で泳動し、そこで反応し、所望のガス成長とそれによる発泡反応
を含めて場所、時間と種類により制御される。特に密度の調整とペレットの大きさによっ
て、ガス成長処理が出来るだけ均一に、比較的長く激し過ぎなく進行することが達成され
る。ペレットの表面における制御された反応はスラグの均一な発泡を生じる。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】スラグ発泡ペレットの付加装置を備える電気アーク炉の横断面を概略的に示す。
【図２】上から見た図１の炉を示す。
【符号の説明】
【００２４】
　１．．．．．電気アーク炉
　２．．．．．炉容器
　３．．．．．耐火性壁
　４．．．．．炉蓋
　５．．．．．電極
　６．．．．．溶融物
　７．．．．．スラグ
　８．．．．．形状部材（ペレット）
　９．．．．．５個の蓋孔
　１０．．．．炉の側壁
　１１．．．．吹込み導管
　１２．．．．空圧搬送システム
　１３．．．．リング導管
　１４．．．．リング導管部分
　１５．．．．装入開口
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